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美術館機能を補完する実験的施設

東京藝術大学　学長

日比野　克彦

作品管理から教育指導の場に

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　１０月１７日　（木曜日）

　
国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術

大
学
が
茨
城
県
取
手
市
の
キ


ン
パ
ス
で
進
め
て
い
た
美

術
館
増
築
が
完
成
し

新
た

に
収
蔵
棟
の
活
用
が
始
ま


た

他
校
に
例
の
な
い
﹁
魅

せ
る
収
蔵
庫
﹂
と
し
て

収

蔵
庫
前
室
に
設
置
さ
れ
た
窓

か
ら
収
蔵
品
の
見
学
が
可
能

な
オ

プ
ン
ア

カ
イ
ブ
施

設
と
な

て
い
る

設
計
を

ａ
ａ
ｔ
＋
ヨ
コ
ミ
ゾ
マ
コ
ト

建
築
設
計
事
務
所

監
理
を

東
京
藝
大
施
設
課

施
工
は

前
田
建
設
工
業
が
担
当
し

た


取
手
館
と
連
絡
す
る
ブ
リ

ジ

機
械
室
も
魅
せ
る

魅
せ
る
収
蔵
庫
︵
前
室
︶

収
蔵
庫

右
手
が
既
存
の
美
術
館

■工　事　名　称：東京藝術大学美術館取手館増築その他工事
■工　事　場　所：茨城県取手市小文間
■発　注　者：国立大学法人東京芸術大学
■設　　　計：建築・有限会社ａａｔ＋ヨコミゾマコト建築設計事務所

構造・株式会社建築構造研究所
設備・株式会社森村設計

■監　　　理：国立大学法人東京芸術大学施設課
■施　　　工：建築・前田建設工業株式会社関東支店

電気・酒寄電気工業株式会社
設備・日本ファシリオ株式会社

■敷　地　面　積：，．㎡（取手キャンパス全体）
■構造・規模：ＲＣ造一部Ｓ造地上３階建て。建築面積．㎡、延床

面積，．㎡
■工　　　期：年６月～年３月
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　東京藝大は、在学生の優秀な作品を年度ごとに収集し続けている
ことが大きな特徴。これは藝大設立以前の東京美術学校時代に始ま
っており、年から収集の続けられた芸術資料は約３万点を超え
る。後に東京音楽学校との統合によって藝大が設置され、収集作品
は藝大附属図書館が管理してきた。
　年に芸術資料館が発足し、年に大学美術館へと拡充され、収
集品はこれまで年間点ほどの割合で増え続けている。その収蔵
管理や展示を担い、年に取手館（資料館分館）が開館した。
　しかし、ここからさらに年の歳月は取手キャンパスにおける芸
術資料の収蔵量不足という新たな課題が生じた。これを解消し、作
品の保存・収集を継続するべく収蔵棟が建設された。
　隣接する取手館と２階部分が渡り廊下で接続しており、地上３階
建てのすべての階に収蔵庫が設けられている。２階収蔵庫の前室に
は窓が設置され、収蔵されている芸術資料の見学が可能な「魅せる
収蔵庫」と呼ばれる。オープンアーカイブがコンセプトであり、他
に例のない実験的な収蔵庫が完成した。

　本学では毎年、学生の卒業制作の中から優秀なものを収蔵してき
ましたが、年々増え続ける作品を長期にわたって収蔵管理する上で、
新たな収蔵庫の必要性が課題となっておりました。
　この度、本学美術館取手館に念願の収蔵棟を増築することがかな
い、作品管理だけでなく今後の学生教育指導においても有効活用す
ることができます。ここまで多くの方々のご尽力をいただき、収蔵
棟完成を迎えられたことにあらためて感謝申し上げます。
　本学は、取手市と協働する取手アートプロジェクトを展開し、市
民の皆さんとも共に芸術活動を繰り広げています。これはよその街
にはない独自のプロジェクトだと考えています。完成した収蔵棟も、
収蔵品の一部をお見せする「魅せる収蔵庫」というコンセプトを掲
げ、学生や職員、市民の皆さんに活用していただきたいと願ってい
ます。収蔵棟完成を機により一層、本学の芸術教育を通して取手市
の発展にも寄与して参ります。
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